
 

 

 

平成３０年平成３０年平成３０年平成３０年 

第１第１第１第１４４４４回福岡県教育委員会会議回福岡県教育委員会会議回福岡県教育委員会会議回福岡県教育委員会会議（（（（臨時臨時臨時臨時会会会会））））会議録会議録会議録会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時   平成３０年７月２６日（木） 

開会１４時００分   閉会１５時０５分 

 

場 所   福岡県庁４階 教育委員会会議室 



1 

 

【議事等【議事等【議事等【議事等】】】】 

１１１１    報告報告報告報告 

 （１）県立高校におけるいじめ重大事態について 

 

２２２２    議事議事議事議事 

  ・第２８号議案 県費負担教職員の人事について 

 

３３３３    その他その他その他その他 

 （１）６月定例県議会について 

 

【内【内【内【内    容】容】容】容】 

１１１１    出席者出席者出席者出席者 

  教育長：城戸秀明 

委 員：清家渉、久保田誠二、宮本美代子、前田惠理、木下比奈子 

 

２２２２    欠席者欠席者欠席者欠席者 

  なし 

 

３３３３    出席出席出席出席職員職員職員職員 

  副教育長 吉田法稔、教育監 長俊一、教育総務部長 辰田一郎、教育振興部長 木原茂、

総務企画課長 日高公徳、財務課長 石橋裕次、教職員課長 松永一雄、 

施設課長 池松峰男、高校教育課長 田中直喜、義務教育課長 一色潤貴、 

特別支援教育課長 井手優二、体育スポーツ健康課長 寺崎雅巳 外 

 

４４４４    傍聴者等数傍聴者等数傍聴者等数傍聴者等数 

 ８名 

 

５５５５    議事録議事録議事録議事録 

【城戸教育長】 

 ただいまから第１４回の教育委員会会議臨時会を開催いたします。 

 傍聴人に申し上げます。 

 受付で配付された「傍聴人の留意事項」を遵守し、会議進行の妨げにならないよう御

協力をお願いします。 

   本日の案件につきましてはお手許に配付している資料のとおりでございます。 

   審議に入ります前に、非公開発議の有無を確認いたします。 

本日の案件の中で、非公開で審議することが適当なものはないでしょうか。 
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  【久保田委員】 

   はい。報告（１）は個人情報を含む案件であり、また第２８号議案は、人事に関する

案件であるので、非公開とする発議をいたします。 

 

 【城戸教育長】 

   ただいま、久保田委員から非公開の発議がありましたので採決をとりたいと思いま

す。非公開とすることに賛成の方は挙手願います。 

 

＜ 全 員 が 挙 手 ＞ 

  

  【城戸教育長】 

   賛成全員で、報告（１）及び第２８号議案につきましては非公開とします。 

   他にございませんでしょうか。 

 

＜ な し ＞ 

   

【城戸教育長】 

   ないようですので、以上で非公開発議の確認を終わります。 

   よって、本日の会議は、公開にてその他（１）を審議した後、非公開にて報告（１）、

第２８号議案を審議することとします。 

それでは、その他（１）「６月定例県議会について」を吉田副教育長お願いします。 

   

  ○○○○その他その他その他その他（１）（１）（１）（１）    ６月定例県議会６月定例県議会６月定例県議会６月定例県議会についてについてについてについて    

 

  【吉田副教育長】 

   去る６月７日から同月２５日までを会期として開催されました平成３０年６月定例

県議会における県教育委員会関係分の答弁の要旨概要につきまして御説明させていた

だきます。  

 

＜吉田副教育長が資料に沿って説明＞ 

 

【吉田副教育長】 

 説明は以上でございます。 

 

【城戸教育長】 

 説明は終わりました。本件につきまして、御質問や御意見をお願いします。 
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【清家委員】 

 ９ページのＣＦＳ（慢性疲労症候群）についてですが、ＣＦＳは、難病指定はされて

いないのですが、難病に類するものであり、２０代から５０代の女性に多い疾患です。

医師の中でも知られていない疾患であり、教員に研修を受けさせるというのは難しい

と思いますがどのように考えておられますか。 

 

【山本体育スポーツ健康課課長補佐】 

 この疾患については、診断できる医師が限られているという現状があります。一方で、

ＣＦＳ（慢性疲労症候群）支援ネットワークからは、県に対してこの疾患について今後

支援してほしいという要望が上がっております。 

 学校におきましては、この疾患により倦怠感や疲労感といった症状を訴える児童生

徒がいた場合に、怠けと捉えられることのないよう、個別の対応の仕方などについて研

修を行うものでございます。 

 

【前田委員】 

 １０ページの自家発電設備について、いくつの施設が負荷運転をしていなかったの

でしょうか。 

 

【吉田副教育長】 

 教育庁所管の施設１４０施設のうち、３２施設に自家発電設備を設置しており、その

なかの１１施設が点検の際に負荷運転を行っており、２１施設では負荷運転がなされ

ておりませんでした。 

 点検については、専門業者に依頼しているのですが、業者とのやり取りに不徹底な点

があり、点検がなされていなかったものです。 

 

【前田委員】 

 点検とは法定点検なのでしょうか。 

 

【池松施設課長】 

 消防法等に基づく点検でございます。今回、負荷運転がなされていなかった施設につ

いては、すでに必要な予算を配付し、夏休み期間を利用して点検するよう、指示してい

るところです。 

 

【前田委員】 

 負荷運転をしていなかった施設は、予算がなかったから負荷運転をしなかったので

すか。 
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【池松施設課長】 

 いいえ、負荷運転についてきちんと認識されていなかったというのが一番の理由で

ございます。 

 

【城戸教育長】 

 業者との契約の際、点検内容に負荷運転を含まなければならないとの認識が足りて

いなかったようです。 

  

【宮本委員】 

 １ページで、書店ゼロ自治体数と幸福度のランキングについての答弁がありますが、

書店のない自治体は県内にはいくつあるのですか。 

 

【吉田副教育長】 

 県の調査によると、福岡県内においては平成２９年７月現在、１４町村に書店があり

ません。県内の全自治体に占める割合としては２３％程度です。都道府県で一番高いの

は長野県で５３％程度です。 

 

【宮本委員】 

 １１ページのＬＧＢＴの答弁に関して、性的マイノリティの児童生徒の数は把握さ

れているのでしょうか。 

 

【田中高校教育課長】 

人数について、正確な把握はしておりませんが、県立学校において制服の選択やトイ

レの使用について申出をしている生徒は複数名おります。 

 

  【久保田委員】 

   ３ページに県立高等学校において妊娠した生徒が２年間で６０名いたとのことです

が、人数について地域的な傾向はありますか。 

 

  【田中高校教育課長】 

   地域的な傾向はございません。しかし、全日制と定時制で分けますと、４８名が定時

制でございます。 

   

  【前田委員】 

   高校生で妊娠した生徒は既婚者ですか。 
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  【田中高校教育課長】 

   正確には把握はしておりませんが、定時制の場合は既婚の場合もありますが、ほとん

どが未婚です。 

 

  【宮本委員】 

   妊娠した場合、休学は認められるのですか。 

 

  【田中高校教育課長】 

   休学は認められます。ただし、休学後の子育てもございますので、保護者の意向によ

り一度退学し、落ち着いてから通信制や定時制に入学し直すといったことが全日制で

は多くございます。 

 

  【木下委員】 

   以前は、不純異性交遊に関する校則があったように思いますが、現在、妊娠したり、

または妊娠させたりすることで、校則により処分されたりするということはあるので

しょうか。 

 

  【田中高校教育課長】 

   今回お示ししている人数は、文部科学省の調査によるものであり、人数の調査と併せ

て、妊娠に関連する懲戒処分が行われたかという調査も行われております。 

 他県では、退学や停学といった処分をしている事例もございますが、本県では、処分

はいたしておりません。 

 

【久保田委員】 

 今回は県立高等学校での話ですが、中学校等での事案はあるのでしょうか。 

 

【一色義務教育課長】 

 中学校等については把握しておりません。 

 

【久保田委員】 

 市町村で事案があった場合は、県まで報告が上がってくるのですか。 

 

【一色義務教育課長】 

 県では調査しておりませんので、実態として報告は上がってはきません。 
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【前田委員】 

 ８ページのＳＮＳの答弁に関連して、現在、高校生は携帯電話を学校に持って行って

も構わないということになっているのですか。 

 

【田中高校教育課長】 

 地域により差がございますが、全体の約７割程度の学校が、校内への持ち込みを学校

単位で認めております。授業中は原則として使用しないこととなっておりますので、電

源を切って鞄やロッカーに入れるということで使わせないようにしています。 

 

【前田委員】 

 性的マイノリティの児童生徒に係る制服の選択についてですが、今後どのように検

討を進められる御予定ですか。 

 

【田中高校教育課長】 

 制服の現状として、ブレザー服を採用している学校と、セーラー服を採用している学

校がございます。現在、セーラー服を採用している学校において、スラックスを選択で

きるようにするためには、制服を全面的にブレザー服に変更する必要がありますので、

時間が掛かります。一方で、現在、ブレザー服を採用している学校においては、スラッ

クスを購入することで対応できるところもありますので、今年度の冬からの実施を予

定している学校もあります。 

【城戸教育長】 

 他にはございませんでしょうか。 

 

＜ な し ＞ 

 

【城戸教育長】 

特にないようですので、次の審議に移りたいと思います。 

 

＜公開での審議は以上となり、非公開審議へと移った＞ 

 

（１４：４３） 

 

 ○報告（１）○報告（１）○報告（１）○報告（１）    県立高校におけるいじめ重大事態について県立高校におけるいじめ重大事態について県立高校におけるいじめ重大事態について県立高校におけるいじめ重大事態について 

   県立高校において発生したいじめ重大事態について、報告を行い、承認された。 
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  ○第２８号議案○第２８号議案○第２８号議案○第２８号議案    県費負担教職員の人事について県費負担教職員の人事について県費負担教職員の人事について県費負担教職員の人事について 

   県費負担教職員の処分について、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

  （１５：０５） 

   

教育長 

 

委員 

 

 


